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I 労働力化率の定義とその意味

まず最初に労働力化率（あるいは労働力率）の定

義とその意味を探ることにしよう。

およそ労働力化率とは総人口に対する労働力人

ロ（筆者は有業者人口を採用している）の比率とい っ

てよいであろう。つまり，労働力化率はある国の

人口がどの程度経済活動に量的に従事しているか

を知るよいメルクマー）レである。 しかしより一般

的には生産年齢人口 (15~60ないし64歳）の中に占

める労働力人口の比率をいう。 というのも，それ

は働くことの可能な生産年齢に達した人口が， ど

の程度労働力化しているかを表現しているもので

あり， と同時にその国の人的資源活用の効率を提

示しているといえよう。 またある意味では，その

国の到達した経済発展段階を示唆しているものと

考えられる。つまり， ごくおおまかに述べると，

経済発展は労働力化率の観点からみると 3段階に

分けられよう。すなわち，低所得の段階から高所

得の段階へ移行するにつれ，労働力化率は「低労

働力化率段階」，「高労働力化率段階」， 「低労働力

化率段階」とい うふうに変化するものといえよう。

ここでエジプトの場合をふりかえってみるとき，

エジプトは依然として「低所得・低労働力化率」

の段階か ら一歩も脱却してはいない。というのも，

男子労働化率は著しく高いにもかかわらず，女子

労働力化率は極端に低いからであろう。つまり男

子の場合のみに労働力化率を限定すると， エジフ゜

トは「低所得・高労働力化率」の段階に位置して

いることになる。ということは， 男子労働力が低

賃金 ・労働集約的な農業部門に大部分雁用吸収さ

れていることを示唆しているものといえよう。

もとより労働力化率はその分母を構成する「生

産年齢人口」と分子を形成する「労働力人口」と

から成立している。つまり， ある時点の労働市場

において成立する労働供給曲線と労働需要曲線の

交点で決定される雇用量をその時点における生産

年齢人口（あるいは総人口）で除したものが労働力

化率であり， それは労働供給関数および労働需要

関数双方の変動の影響を受けることになる。 もし

労働供給曲線と労働需要曲線がおのおのどちらか

にシフトした場合， 当然労働力化率は変動するわ

けである。したがって，労働供給関数お、よび労働需

要関数の性格に関する研究が行なわれなければ，

単に労働力化率の変化のみで労働供給量を推計す

ることは， あまりたいした意味をもたないことに

なると思う（注 1)。つまり労働力化率は生産年齢人

ロと労働力人口との比率であ って，事前に決定さ

れる性格のものではなく， むしろ事後的に計算さ

れたものである。したがって，ただ単純に生産年齢

人口が与えられ， それに労働力化率が与えられれ

ば，労働力人口 が推計されるという議論は推論と

しては成立しえても， ただちにそれに全面的賛意

を表しかねるわけである。それゆえ，労働力化率を

決定する需要構造および供給構造（たとえば供給側

の家計）の変化を検討してかからなければ，各種の
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推計はあまり意味をもたないことになろう。

以上述べたことは労働力化率を算出する場合の

分子を形成する「労働力人口」についてであ った

けれども，他方その分母を形成する「総人口」に

ついて， 「幼年人口」， 「生産年齢人口」，「老年人

ロ」の 3段階に分けた場合， そのおのおのの変化

によっても労働力化率は大きな変化をみせる。た

とえば出生率 ．死亡率ともに高いいわゆる 「多産

多死型」の人口構成から，現在の後進国に典型的

に現われている「多産少死型」人口構成へ移行し

た場合， しかも「多産少死型」人口構成へ移行し

た時点からかなりの期間を経過した場合，労働力

化率が大きな変動を受けることは理の当然であ

る。とりわけエジフ゜卜の場合， 後述するように抗

生物質を初めとする新しい医薬品の普及によ って

「多産多死型」の人口構成から「多産少死型」へ移

行した時点から 10年以上の年月を経過している。

そのために生産年齢人口への供給力は著しく増大

することになる。したがって，労働力化率の分母

を形成する人口は， 労働供給量を基本的に規定す

ることになるものといえよう。

さらに 5歳年齢階層別， 性別に分けて労働力化

率を検討すると，男女人口がどの年齢階層に達し

たとき， いちばん労働力化し，どの年齢階層に到

達したとき，逆にリタイアしてゆくか，あるいは

再び労働力化するかを理解することができる。 さ

らにこれと産業別分類とを組み合わせれば， どの

ように経済活動人口が年齢とともに変動してゆく

かをある程度知ることができよ う。

ここで労働市場における需要と供給の関係，

あるいは資本の構造や家計の変化を採り入れて研

究できれば，今まで述べてきた需要曲線と供給曲

線の性格が判明するわけである。けれども，残念

ながらエジプトにおける資料に限度があり， 国勢

16 

調査のみから労働力化率を求めたため，一応単に

結果として示された労働力化率の変化を跡づけた

ものになってしま った。 したがって，エジプトの

労働力化率に関する事実認識の段階にとどま った

わけで， 文字どおり今後の出発点になることにな

る。

つまり国勢調査によって算出された労働力化率

は事実として厳然と存在する。 しかし先にも述べ

たように，需要と供給を規定するさまざまな経済

的側面のデータのないかぎり，労働力化率に経済

的意味を付与することは，不可能に近いといえよ

う。 もともと後進国においては人口を中心とした

統計は存在しても，所得 ・家計に関する統計はき

わめて微々たるものである。したがって， 労働力

化率はど こまでも現象としては求めえても， その

経済的意味を探求することは不可能に近く，単な

る推測の域を一歩も出るものではない。 したがっ

て本稿はエジフ゜卜の労働力化率の事実認識を深め

るのに役だてば幸いである。

ところで本稿において使用した労働力化率ば性

別および5歳年齢階層別に分けて計算したもので

ある。したがって， 「生産年齢人口」のみならず，

「幼年人口」，「老年人口」にも労働力化率が成立す

るものと考え， 5歳年齢階層別に労働力化率を求

め，さらにそれを 1947,1960年の両時点をとりあ

げて比較し，最後に 1960年においては各県別国勢

調査を利用して， 労働力化率の地域的特色を探ろ

うとするものである。

したがって， 本稿はエジフ゜卜労働力化率に関す

る覚書と いうべきものである。

(it 1) 佐々木孝男，「労働力率の変動について」，

II{｛和同人会編，『我国完全屈用の慈義と対策』，東京，

昭和32年， 167~230ページ。



II エジプト国勢調査に関する事前調査

つぎにエジフ゜卜における労働力化率および就業

構成比率を検討するための準備段階として， それ

に使用した資料である1947年国勢調査と 1960年国

勢調査の諸基準を検討してみることとしよう。す

るとそこには幾多の重要な基準の相違が発見され

る。 そこで時系列的に労働力化率および就業構成

比率の変化を比較する場合，両国勢調査の諸基準

に修正を施し， できるかぎり同一基準の下で，ょ

り正確な労働力化率および就業構成比率の算出と

その比較ができるようにしたい。

(1) まず，この両国勢調査を通じて最も注意を

払わねばならないことは， 1947年国勢調査の「農

林 ・漁業」および「サービス」の両部門において，

「主婦」が就業人口として登録されていることで

あろう 。これに対して1960年国勢調査においては，

「主婦」ははっきりとこれら両部門から除外され

て，「無職」の中にカウ ン トされている。したがっ

て， 1947年国勢調査において両部門から「主婦」

を除去し，「無職」の中に転入しないかぎり，正確

な比較は不可能である。

(2) つぎに産業分類について検討してみると，

1947年国勢調査において，いわゆる公益事業部門

である「電気 ・ガス ・水道」部門が製造業の一部

に組み入れられているけれども， 1960年国勢調査

においてはこの部門はま ったく独立した部門にな

っている。したがって， 1947年国勢調査の製造業

部門から「電気 ・ガス ・水道」部門の就業人口を

差し引き， そして新たに「電気 ・ガス ・水道」部

門を独立して設置することによ って，「年齢別産業

別就業人口」の比較が可能となる。

(3) また 1947年国勢調査における5歳階層年齢

別就業人口表においては，外人居住者をもその調

査対象としているけれども， 1960年国勢調査のそ

れはエジプトーアラブ人のみが調査対象となって

いるので， この点も若干の誤差がでてくることは

やむをえないことである。

(4) さらに年齢別人口構成についてみると，「幼

年人口」の下限が両国勢調査の間で 1歳の差があ

る。すなわち， 1947年国勢調査の幼年人口は 5歳

を下限としているのに対して， 1960年のそれは 6

歳を下限としているわけである。したがって，「幼

年人口」の部分の厳密な比較は不可能である。 し

かし， いちばん重要な「生産年齢人口」の部分は

まったく同一基準であるので， さして気にする必

要はない。

(5) 最後に失業をいかに取り扱うか， という問

題がある。 つまり，いわゆる「有業者方式」か「労

働力方式」かという問題である。 1947年国勢調査

は「労働力方式」に近く， 1960年国勢調査は「有

業者方式」と考えてもさしつかえない。すなわち，

1947年国勢調査は就業人口の中に失業人口も含ま

れているのに対し， 1960年国勢調査は失業人口を

排除している。特に1960年国勢調査に記録されて

いる失業者は「現在求職中， ただし（前）職歴な

し」という層を意味するとされているので，年齢

29歳以下の階層しか掲載されていない。それ以上

の年齢階層の失業者は， おそらく無職の中に含ま

れているものと推定される。

したがって顕在失業は両国勢調査においては，

さしたる数には達していないとはいうものの，両

国勢調査をかなりの精度で比較しようとする場合

たとえば5歳階層別に労働力化率を検討するよう

なとき，一応有業者のみを労働力と考えた。

以上のように両国勢調査の基準には幾多の相違

が存在するが，修正可能な基準と不可能な基準が

ある。 この点には十分留意し，できるかぎり同一
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基準の下で比較検討するように努めた。

なお， 1960年国勢調査における県別センサスの

5歳階層別就業人口は， エジプトーアラブ人のみ

を調査対象としているのであって，同じく 1960年

国勢調査における県別年齢別人口分布の数字とか

なりくい違いをみせているのは， 後者がエジフ゜卜

ーアラブ人のみならずシリア人， スーダン人，パ

レスチナ人を含む全エジプト人を対象としている

からである。

以上エジプトの国勢調査を資料として使用する

場合の若干の留意事項を記した。

III エジフ゜卜の人口変動と労働力の供給

労働供給量が就業機会（労働需要），所得水準，そ

のほか幾多の社会的・経済的要因の影態を受けて

決定されることはもとより当然なことであるが，

第 1表 エジプトの人口成長 (1882~1960年）

年

人 口 指数(1882年を100として） 指数(1937年を100として）

男 女 計 男 女 計 男 女 計

1882 3,345,019 3,366,512 6,711,531 100 100 100 41 9 42 3 42 l 
1897 4,914,554 4,754,579 9,669,133 146.9 141.2 144.0 61 6 59 7 60 7 
1907 5,616,640 5,573,338 11,189,978 167.9 165 5 166.7 70.5 70 0 70 2 
1917 6,369,517 6,348,738 12,718,255 190 4 188.6 189.4 79.9 79 8 79 8 

1927 7,058,073 7,119,791 14,177,864 211.0 211.4 211.2 88 5 89 5 89 0 
1937 7,966,675 7,954,019 15,920,694 238 1 236 2 237.2 100 100 100 
1947 9,391,728 9,575,039 18,966,767 280.7 284.4 282 5 117 8 120.3 119 1 
1960 13,068,012 12,916,089 25,984,101 390.6 383.6 387 1 164 0 162.3 163.2 

（出所） 1960 Census of Population, Vol. II. 

第 2表 5歳階層別人口の変動 (1937~60年）

年齢

1 9 3 7 1 9 4 7 1 9 6 0 

男 女 計 男 女 計 男 女 計

1歳以下 244,456 245,7211 490,177 I 257,896 249,785 507,681 383,350 369,203 752,563 
1 ~ 4 777,444 839,953 1,617,397 1,021,686 1,055,450 2,007,136 1,728,100 1,651,458 3,379,558 
5 ~ 9 1,107,879 1,100,958 2,208,837 1,208,856 1,191,197 2,400,053 1,971,927 1,827,076 3,799,003 
10 ~ 14 1,030,949 878,154 1,909,103 1,142,332 1,071,153 2,213,485 1,651,421 1,527,203 3,178,624 
15 ~ 19 713,185 633,072 1,346,257 984,033 917,427 1,901,450 1,114,149 1,040,286 2,154,435 

20 ~ 24 539,659 565, 185 1, 104, 8441 677,765 706,152 1,383,917 921,120 874,228 1,795,348 
25 ~ 29 616,659 692, 9351 1, 309, 594 685,730 786,537 1,472,267 859,806 1,054,269 1,914,075 
30 ~ 34 557,875 634,548 1,192,423 620,074 689,549 1,309,623 806,857 844,111 1,650,968 
35 ~ 39 600,423 540,637 1,141,060 659,225 ! 653,645 1,312,870 847,447 879,178 1,726,625 
40 ~ 44 474,768 472,228 946,996 569,069 566,210 1,135,279 660,666 614,211 1,274,877 

45 ~ 49 345,106 313,214 I 658,320 428,502 415,212 843,714 567,163 577,145 1,144,308 
50 ~ 54 330,313 335,470 665,783 421,222 448,518 869,740 493,799 503,574 997,373 
55 ~ 59 144,706 134,282 278,988 171,105 173,064 344,169 322,936 315,375 638,311 
60 ~ 64 

} 273,983 304,087 578,072 252,0201 
298,805 550,825 320,796 353,865 674,661 

65 ~ 69 83,788 72,138 165,926 163,876 169,485 333,361 

70 ~ 74 
} 191,057 244,365 I 435,322 107,787 136,728 244,515 133,531 167,761 301,292 

て不5歳以上明 75,546 100,206 175,752 120,866 147,152 268,018 
18,213 19,208 37,421 25,092 33,263 58,355 192 509 701 

計 ¥7,966, 675\~54, 019r5, 920, 694¥ 9,391, nsj 9,575，⑱，;is, 966, 767¥13, 068, 012~12, 916, 089:25, 984,101 

1 ［こ乱喜｛喜｝ 悶・： 悶：］1 ］ ］: i 喜・9 : 1 塁：i 喜・t 闊[ t} [ if i 
60歳以上(%)1 6.01 7.21 6.61 5.91 6.81 6.41 5.61 6.51 6.2 

（出所） 1960 Census of Population, Vol. II. 
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しかしより基本的には人口の増加がそれを規定し

ている一つの重要な要因であるとみなしてさしつ

かえない。

ここでエジフ゜卜における人口の変動を検討して

みたい。 エジプトの人口は第 1回国勢調査の施行

された1882年から第 8回国勢調査の実施をみた

1960年にいたるまで増加の一途をたど っている。

すなわち， 1882年におけるエジフ゜卜の総人口を100

とすれば，約80年後の1960年において，それは387

に達する著しい増加を示している。他方エジフ゜卜

における投資の動向が漸次農業投資から工業投資

へ転換しつつあった1937年を 100とすると，革命

後の 1960年のエジプトの人口指数は 164である。

しかし， 以上のような人目増加の結果を示す国勢

調査も， 1882年の第 1回から1960年の第8回まで

の長期間にわた って等質でありうるはずもなく，

1882年か ら1917年にいたる人口増加率の低下は申

告漏れ (underenumeration)が多数あ ったことによ

るものと推定されるし，逆に1937年から1947年ま

での急激な人口増加は 1947年における過大申告に

よるものと推察され，その結果1947年から1960年

にいたる人口増加は（年平均人口増加率2.4%）若干

低下しているものと考えられる。というのも，戦後

間もない1947年において， 戦後の食糧事情の悪化

から配給の再割当てを望む傾向が存在していて，

過大申告を行な ったためであるといわれている

（注 2)

以上のように各国勢調査実施における特殊な社

会情勢も十分考慮に入れなければ， 国勢調査に反

映される幾多の変化を正しく把握したことにはな

らないであろう。

ところで， このように国勢調査に示される急激

な人目増加は，いうまでもなく自然増加（出生と死

亡の差）と社会増加（移住と移人の羞）の 2側面を

有している。エジプトにおいては革命以前におけ

る若干のイタリア，ギリシャ， レバノン，シリア，

アルメニア系外国商人の移入および戦後パレスチ

ナ紛争の際避難民が流入することによって惹起さ

れた社会的増加は，量的にほとんど無視してさし

つかえない少数であって，後者についての検討は

この際省略してもさしたる問題はない。問題はむ

しろ前者である。

つまり，エジフ゜卜の人口増加はほぼ自然増加に

よるものといってよい。 この出生と死亡の差であ

る自然増加を時系列的に調査した場合，第2次大

戦を境に 2期に分かつことが可能である。すなわ

ち20世紀初頭から1945年にいたるまで， 出生率は

第 2次大戦中の漸減期を除くと非常に高く，人口

1000人に対し平均42.4人であったけれども，死亡

率は平均27人でこれまた低いとはいえず， いわゆ

る人口の「多産多死型」の後進的特徴をそなえて

いたといえよう。 とりわけ幼児死亡率の圧倒的高

率は， エジプトにおける医学的環境の不整備を象

徴していたものといえよう。

しかし第 2次大戦以後， 死亡率は抗生物質の普

及を初めとする新しい医学の発達に伴い著しく改

善され，ついに 1950年には人口1000人に対して20

人を割る段階に到達した。死亡率の激減現象をも

っと詳細に検討してみると老年人口死亡率の改善

より幼児死亡率の激減が特に目をひく。他方，出

生率にはほとんど大きな変化は見られないところ

から「多産多死」という人口の一種の均衡が破れ

て， 人口増加率は減増の一途をたど っている。 す

なわち死亡率（幼児死亡率）の減少が出生率の変動

に先行し，ために人口増加率は上昇し， 人口増加

の型はいわゆる「多産少死型」へ移行し， 人ロピ

ラミッドの底辺の部分は肥大化し， しかもこの現

象は現在のところ当分続くものと考えられる。
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従来， 先進国イギリス等にみられた出生率の上

昇あるいは死亡率の低下の両現象は所得の増大に

負うところ多いのに対して， エジフ゜卜における死

亡率低下の現象はま った＜所得の増大と無関係で

あり，経済外的な要因である新医学の普及による

ものであって，経済均衡に大きな影響を与えるも

のである。 これによる人口増加をいかに雇用吸収

して，所得の増大といかに結合するかが重要な問

題であることは論をまたないであろう。

さて， このような幼児死亡率の低下に基づく急

激な人口増加は， その時点における人口の絶対的

増加を意味しても，直接的には労働力の供給増加

を意味してはいない。なぜならば， 幼年人口 (14

歳以下）の増加は労働力供給に寄与することが少

ないからである。逆にいうと，就業人口に対して

扶養人口の比重が増大したことを意味している。

それではエジプトの人口を幼年人口 (14歳以下），

生産年齢人口 (15~59歳），老年人口 (60歳以上）と

年齢別に 3階層に分けて， 1937年， 1947年， 1960

年にわたる 3度の国勢調査を利用してその比率を

調査してみると（第2表参照），この 3度の国勢調

査において共通して言いうることは，（1）老年人口

の比率が確実に減少している，（2)これとは逆に幼

年人口の割合は確実に上昇している， ということ

であろう。しかし， 生産年齢人口については，高

出生率および幼児死亡率の低下に伴う幼年人口の

増加の結果， 1960年において生産年齢人口の総人

ロに占める比率は相対的に低下している。 とはい

ぇ， この幼年人口の部分は生産年齢人口への供給

源であるところから，現在生産年齢人口の比重は

相対的に低下しているとはいえ， 近い将来には絶

対的に， かなり遠い将来には相対的に，生産年齢

人口数が肥大化してゆくものと考えられる。人口

増加の型が「多産少死型」へ転換した期間におい

20 

て幼年人口の部分が肥大化しているため， 労働力

の供給源を形成する生産年齢人口の比重が一見低

下し，直接的な労働力供給源が減少したかのよう

な錯覚をおぼえるけれども，事実は逆であって，

生産年齢人口の絶対数は増加しているのである。

しかも，その時点 (1960年）から最低14年間は確実

に生産年齢人口への供給力が増加することを意味

している。したがって， この労働供給力の増大を

いかに雇用吸収するかは重要な問題である。 その

労働の需要と供給の交点を示しているのが労働力

（就業人口）であり， それが生産年齢人口の中でい

かなる比率を形成しているのかを示す指標が労働

力化率である。したがって，需要側の要因あるい

は，供給側の家計 ・所得が明らかにならないかぎ

り，経済学的な説明は不可能に近いわけであるが，

労働力化率はそのような経済学的説明とは無関係

に現象としては存在するのであって， 以下この現

象として把握可能な労働力化率に若干説明を加え

てゆくことにしよう。

（注 2) Bent Hansen & G. A. Marzouk, Develop-

ment and Economic Policy in the U. A. R. (Egypt), 

Amsterdam, North-Holland Publishing Co., 1965, pp. 

22~40. 

IV エジプトにおける労働力化率および

産業別就業構成比の変化

さてエジプ 卜の総人口を，幼年人口 (14歳以下），

生産年齢人口 (15~59歳），老年人口 (60歳以上）に 3

区分し，その中に占める労働力人口（より厳密には

有業者人口）を1947年と1960年の両時点において比

較してみると， 1947年の労働力化率は上記の 3区

分のいずれにおいても 1960年のそれより高い。さ

らにもっと詳細に検討すると， まず男子の労働力

化率について， 1947年の生産年齢人口と老年人口



との間に労働力化率はさしたる格差がないのに対

して， 1960年のそれは大きな格差を形成している。

というのも， 生産年齢人口における労働力の絶対

数は増加し，老年人口の雇用の増大を阻止してい

るものといえよう。

他方， 1947年の女子労働力化率は1960年よりす

ぐれて高く， 1960年にいたって，これが激減して

いることはおおいに注目してよい現象である。な

ぜならば， この時期に繊維産業を中心とする大企

業が順調な発展を遂げて，女子の自営業と家族従

業者を没落させたことを物語っている。

さらにもっと詳細にみると， 1947年における女

子労働力化率は生産年齢人口と老年人口の双方に

おいて大きな格差を示さず， ほぼ一定しているけ

れども， 1960年において女子労働力化率は生産年

齢人口と老年人口と の間に非常に大きな格差があ

ることに気付く。 他方，女子幼年人口における労

働力化率の比較は， 1947年における女子幼年人口

に職業不明が多く，直接比較の対象にはならない。

とはいえ，革命以前の 1947年における女子全体

の労働力化率は革命後の 1960年におけるそれより

高く，女子のある一定数は年齢と無関係に就業し

ていたことを示している。ということは 1947年当

時においては， いま述べたように女子はもとより

男子老年人口も労働力化率が高く，結局経営は家

族従業者よりなる家族経営的色彩が強かったこと

を示しているものといえよう。

しかし， 1960年において若年男子労働力の圧力

により，「生産年齢人口」における女子労働力化率

はもとより，「老年人口」のそれも低下を余儀なく

させられたのであり，逆にいうと自営業を初めと

する家族経営が崩壊しつつあるものと解釈され

る。

つぎに，ここで5歳年齢階層別に分けて 1947年

男子労働力化率を検討してみると， 14歳以下の「幼

年人口」の 59.1%および65歳以上の年齢階層の

87.0%を別にすると， 15歳から64歳までの年齢階

層においては 98％の人口が労働力化されており，

いわゆる全部雇用の状態に近い。 しかも「45~49

歳」の年齢階層においてヒ゜ークに達し， 99.0%ま

で労働力化されている。

これに対し， 1960年の男子労働力化率は1947年

のそれと比較すると， やや漸減傾向をたど ってい

る。とはいえ，生産年齢人口の中の 1歳から59歳

にいたるまでの階層は 90％台の労働力化率を示し

ている。 しかし人口圧力のかかる幼年人口および

15~24歳の年齢階層においては，労働力化率の低

下がきわだっており， もとより就学率の増大も考

慮しなくてはいけないが， この階層における雇用

問題はも っと重視されてよい。つまり，グラフ化

すればいわゆる「富士山型」の年齢別労働力化率

の変動を示しているわけであるが， この点日本に

おける男子の労働力化率の変化と類似している。

しかも 1947年より 1960年におけるそれは，より急

勾配になっているわけである。

これに対し 5歳年齢階層別女子労働力化率の変

動はどうであろうか。 1947年において「14歳以下」

および「15~19歳」の両階層はおのおの 26.3%,

17.3％と比較的高く， それに続く「20~24歳」の

階層から「65歳以上」の階層にいたるまでさした
る大きな変化を示さず， 10％台の安定した労働力

化率を示している。しかしながら， もっと詳細に

調べると， 日本における女子労働力化率に典型的

にみられるいわゆる「M型女子労働力化率」の変

動が， エジプトにおける女子労働力化率の変動に

同様にみられないわけではない。とはいえ， それ

は日本におけるほど典型的とはいえず， はたして

「M型」と断定してよい性格のものかもわからな
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ぃ。つまり 1947年における女子労働力化率は，

「15~19歳」の階層では 17.3%, 「20~24歳」「25

~29歳」 「30~34歳」の 3階層においてはおのお

の10.7%,9.6%, 10.4％であるけれども， これに

対して「35~39歳」，「40~44歳」，「45~49歳」，

「50~54歳」は 11.1%,12.5%, 11.8%, 13.4% 

を示しており， その間に若干の断層を形成してい

る。やはり，この女子労働力化率の変化は結婚に

よる退職およびその後の若干の再就職によるもの

と解釈される。しかし元来， 女子労働力化率は高

いとはいえず， 日本ほど結婚の影響によ って明確

な右下がりカーブを形成していない。

つぎに 1960年における女子労働力化率の変化を

調査すると，先にも述べたように 1947年と比較し

てそれは激減している。 これを 5歳年齢階層別に

みると，「15~19歳」の階層で7.7％とヒ ー゚クに達

し，それ以後の階層で労働力化率は漸減しながら，

「40~44歳」の階層で上昇を示し， その後再び漸

減傾向をたど っている。このように，．必ずしも明

快な形を成しているとはいえないまでも，女子労

働力化率の全体の傾向は 1947年とほぼ相似に近い

といえよう。しかしながら， 1960年における女子

労働力化率の特徴を 1947年のそれと比較すると，

女子5歳年齢階層全体にわた って労働力化率が 2

分の 1以上あるいは 3分の 1近く減少し， さらに

「幼年人口」および「老年人口」労働力化率の激

減は注目に値する現象である。

以上，革命前後にわたる1947年および1960年の

両時点において，男女労働力化率の変動を観察し

た。つぎに 5歳年齢階層別に有業人口の就業分布

をみることにしよう。 とはいえ就業分布を調査す

る場合， 1947年国勢調査において職業不明の比率

が高いことに十分注意を払わねばならない。

さて， エジプトにおける就業人口を検討すると

き，重要な産業は「農業」 「製造業」「商業」「サー

ビス業」の 4部門といってさしつかえない。 まず

有業者人口に占める「農林・漁業」人口は 1947年

から1960年にかけて7.2％の増加を示している（他

方製造業人口もまた農業部門と同様若干の増加をした）。

この現象は C.Clarkの いわゆる経済発展法則と

全然違っている。したがって， 短期的には Clark

法則を否定するような現象を示しているといえよ

う。もとより， このような労働集約的な農業部門

の肥大化と男子の労働力化率の高さとは無関係で

はない。たしかに 1960年の男子労働力化率は若干

の低下をみた。しかしそれは依然として高く，農

業人口の比重の高さと相関関係があると思われ

る。

ところで， この「農林・漁業」人口の男子につ

いて， 1947年と1960年に共通して言いうることは，

「45~65歳以下」の階層において低下していた「農

林・漁業」人口が， それ以上の年齢階層において

再び増加していることであろう。 これは，いった

ん2次部門ないし 3次部門へ移動した労働力が，

老年近くなると再び 1次部門へ復帰してくること

を意味している。しかも同一年齢階層において

1947年より 1960年の帰農率が高いことは，この年

齢階層が商業・サービス業における 20歳以上の労

働力の増大の圧力による帰農であると考えられよ

゜
ぷ
ノ

他方，女子「農林・漁業」人口において， 幼年

人口の比重は 1947年より 1960年のほうが増大して

いるけれども， その他の年齢階層においてはいず

れも低下している。農業人口は全体では増大して

いるにもかかわらず，女子農業人口は半減してい

るのだから， 男子農業人口および女子の幼年人口

の進出によって，リタイアしたものと解釈される。

つぎに製造業であるが，製造業人口全体は農業
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人口と同様若干の増加をみた。 しかしこれを性別

にみると，男子製造業人口は伸張しても，女子の

それは半減している。 この点ま ったく農業人口の

傾向と軌を一にしている。

しかし年齢別就業構成比の傾向は製造業と農業

とでは同じではない。 すなわち製造業男子の就業

構成比は 15歳から34歳までの年齢階層において最

高に達し， それ以上の年齢階層においては漸減し

ている。しかし，女子は男子と異なってそのよう

な傾向をとらず， 各年齢階層にわたって低率であ

り，ほぼ一定である (1947, 1960の両年とも）。

また絶対数だけとれば， 1960年男子製造業人口

は「15~54歳」の階層において 1947年の同一年齢

階層より若干増大していることが認められる。

第 3に商業部門を観察することとしよう。商業

部門全体の人口は 1947年より 1960年のほうが増加

している。 さらに男子商業人口はこの期間に増大

しているのに対して， 女子は半減している。この

点， 前に述べた「農林 ・漁業」，「製造業」の両部

門と同一傾向にあるといえよう。

さらに詳細に検討してみると， 1947年， 1960年

の両時点にわたって商業部門の共通点は，男女の

就業構成比が「35~39歳」から「60歳以上」にか

けて上昇することであろう。女子は 1960年におい

てその絶対数を半減させたとはいうものの， この

年齢階層における就業構成比はかえって増大して

いる。 これは都市における商業部門での女子のリ

タイアが行なわれにくいことを示している。いず

れにしても商業部門の家族経営的色彩を物語るも

のである。これは筆者の観察による推定であるが，

カイロの一般商店街には概して男性が多いけれど

も，八百屋であるとか小間物屋には老婆が多く，

おそらく商業といってもこのような部門に滞留し

ている可能性が強い。

最後に，「サービス」部門について，いままでと

同様の観察を加えよう。「サービス」部門は「農林

・漁業」，「製造業」，「商業」の 3部門と特色を異

にし，男子が激増し，女子は倍増している。その

結果， 男子は「農林 ・漁業」人口の就業比率に次

ぎ，女子は「農林・漁業」人口よりも高い比率を

示している。

つぎに 5歳年齢階層別に1949年， 1960年の両時

点にわたって比較するとしよう。 1947年において

男子の就業構成比は「25~49歳」までの階層にて

高く，女子就業構成比はその高い階層が男子より

幅が狭く「15~34歳」において上昇していた。

これに対して， 1960年には男子就業構成比が上

昇した年齢階層は「30~59歳」であり，女子のそ

れは「15~44歳」である。女子の場合は全年齢階

層において就業構成比が高いといってもまちがい

ではない。つまり， 男子就業率のヒ゜ークに達する

年齢階層が若干高年齢へずれ， しかもその幅が大

きくなり， 女子のそれはヒ ー゚クが若年齢であり，

しかも大幅に階層が広がった。ということは， 雇

用吸収的・労働集約的な「サービス」部門の伸び

が著しいことは，相対的に資本集約的な「製造業」

部門に労働力が吸収されないでいる， 一種の潜在

失業といってよいであろう。

以上1947年および1960年の両国勢調査を通じて

労働力化率および就業構成比を性別 ・年齢別にそ

の事実を観察した。つぎに県別単位にこれらを同

様の方法で検討することとしよう。
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第 3表 (A)一 1 産業別年齢別

15 ~ 19 I 20 ~ 24 I 25 ~ 29 I 30 ~ 34 I 35 ~ 39 
555,273 I 356,812 I 372,385 I 334,041 I 363,348 
85,255 I 48,551 I 55,491 I 52,305 I 52,743 
640,528 I 405,363 I 427,876 I 386,346 I 416,091 
57. 1 I 53. 6 I 55. 2 I 54. 6 I 55. 8 
53. 8 I 64. 5 I 73. 1 I 73. 1 I 72. 8 
56. 7 I 54. 7 I 57. O I 56. 5 I 57. 5 

1,264 I 1,518 I 1,846 I 1,674 I 1,775 
19 I 16 I 16 I 7 I 7 
1,283 I 1,534 I 1,862 I 1,681 I 1,782 
0.1 I 0.2 I 0.3 I 0.3 
0. 0 0. 0 0. 0 0. o g : ］ 
0.1 I 0.2 I 0.2 I 0.2 I 0.2 

99,654 I 76,850 I 72,754 I 63,983 I 61,082 
8,542 I 4, 997 I 5, 102 I 4,832 I 4,823 
108,196 I 81,847 I 77,856 I 68,815 I 65,905 
10.3 I 11.5 I 10.8 I 10.5 
5. 4 6. 6 6. 7 6. 8 >:] 
9.6 I 11.0 I 10.4 I 10.1 I 9.1 

7,305 I 8, 973 I 12, 184 I 13, 775 I 15, 972 
215 I 107 I 103 I 94 I 81 
7,520 I 9,080 I 12,287 I 13,869 I 16,053 
0.8 I 1.3 I 1.8 I 2.3 
0. 1 0. 1 0. 1 0. 1 名：『
0.7 I 1.2 I 1.6 I 2.0 I 2.2 

3,398 I 3,738 I 4,548 I 4,943 I 5,751 
190 I 131 I 136 I 244 I 306 
3,588 I 3,869 I 4,684 I 5,187 I 6,057 
0.3 I 0.6 I 0.7 I 0.8 
0. 1 0. 2 0. 2 0. 3 g : ： 
0.3 I 0.5 I 0.6 I 0.8 I 0.8 

47,899 I 47,044 I 56,225 I 60,187 I 66,842 
4,669 I 3,491 I 4,286 I 5,624 I 7,389 
52,568 I 50,535 I 60,511 I 65,811 I 74,231 
4.9 I 7.1 I 8.3 I 9.8 
2. 9 4. 6 5. 6 7. 9 闊：； 
4.7 I 6.8 I 8.1 I 9.6 I 10.3 

14,427 I 21,644 I 25,889 I 26,552 I 27,483 
457 I 391 I 213 I 146 I 102 
14,884 I 22,035 I 26,102 I 26,698 I 27,585 
1.5 I 3.3 I 3.8 I 4.3 
0. 3 0. 5 0. 3 0. 2 t :『
1.3 I 3.0 I 3.5 I 3.9 I 3.8 

56,458 I 88,818 I 101,211 I 91,920 I 98,471 
28, 960 I 13, 422 I 9, 307 I 7, 389 I 6, 194 
85,418 I 102,240 I 110,518 I 99,309 I 104,665 
5.8 I 13.3 I 15.0 I 15.0 
18. 3 17.8 12. 3 10. 3 誓点
7.6 I 13.8 I 14.7 I 14.5 I 14.5 

186,274 I 60,409 I 27,705 I 14,696 I 10,404 
30,219 I 4,118 I 1,242 I 883 I 792 
216,493 I 64,527 I 28,947 I 15,579 I 11,196 
19. 2 I 9. 1 I 4. 1 I 2. 4 
19. 1 5. 5 1. 6 1. 2 i :『
19. 2 I 8. 7 I 3. 9 I 2. 3 I 1. 5 
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人 口 分 布 (1947年）

40 ~ 44 45 ~ 49 50 ~ 54 55 ~ 59 60 ~ 64 65歳以上 不 明 計

305,856 
47,686 
353,542 
54.4 
67.4 
55.8 

234,258 
34,151 
268,409 
55.2 
67.5 
56.5 

231,545 
36,770 
268,315 
56.2 
61.1 
56.8 

94,564 
12,509 
107,073 
56.4 
62.9 
57.1 
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449,083 
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第3表 (A)-2

I 14歳以下 I 15 ~ 19 I 20 ~ 24 ¥ 25 ~ 29 I 30 ~ 34 I 35 ~ 39 

業男 636 I 3, 181 I 4,896 I s, 554 I 4, 600 I 4,218 
女 69I 101 I 126 I 131 I 148 
計 705 3,288 5,022 5,685 4,748 4,i昇
- - -

職男 960,519 I 8, goo I 7,063 I s, 429 I 3,103 I 3,879 
女 1,666,958l 758,794 I 630,802 I 710,510 I 617,877 I 581,052 
乳I・ I 2,627,477 I 767,694 I 637,865 I 715,939 I 621,580 I 584,931 

- - - -

計男 2,351,188I 984,033 I 677,765 I 685,730 I 620,074 I 659,225 
女 2,262,350I 917,427 I 706,152 I 786,537 I 689,549 I 653,645 
言I・ I 4,613,538 I 1,901,460 I 1,383,917 I 1,472,267 I 1,309,623 I 1,312,870 

計ー（無職十失業） 男 1,390,033 I 971,952 I 665,806 I 674,747 I 611,771 I 651,128 
女 595,323I 158,526 I 75,224 I 75,896 I 71,524 I 72,437 
言十 1,985,356 I 1,130,478 I 741,030 I 750,643 I 683,295 I 723,565 

59. 1 I 98. 8 I 98. 2 I 98.4 I 98. 7 I 98. 8 
26. 3 I 17. 3 I 10. 7 I 9. 6 I 10. 4 I 11.1 
43. 0 I 59. 5 I 53. 5 I 51. O I 52. 2 I 55. 1 

5,216,725 5,142,241 (98.6%) 
5,356,314 655,031 (12.2%) 
10,573,039 5,797,272 (54.8%) 

失

無

計ー（無職」こ失業） 男（％）
全人口 X 100女（％）

計（％）

生産年齢人口および男
老年人口の労働力化率女

計

（出所） Population Census of Egy/>t, 1947. 

鉱

第 3 表 (B)-1 産業別年齢別

I門歳以下 ¥ 15 ~ 19 ¥ 20 ~＿24- I／門＿～2［］ 30~  34 ¥二5～門一
農林 ・漁業男 575,678 504,769 I 431,838 I 435,632 I 382,791 I 430,308 

女 139,704 34,ooo I 14,612 I 14,753 I 13,323 I 14,508 
計・ I 715,382 538,769 I 446,450 I 450,380 I :396,114 I 444,816 
男(%)I 87. o 1 69. 9 I 56. 5 I 54. o I 49. 4 I 52. 5 
女(%)I 63.3 I 42.4 I 25.3 I 31.5 I 38.o I 41.3 
計C%) I 81. 1 I 67. 1 I 54. 3 I 52. s I 48. 9 I 52. o 

業男 361 I 1,126 I 2,351 I 3,374 I 3,235 I 3,392 
女 30I 8 I 36 I 22 I 9 
計 39l l, 134 2, 387 3, 396 3, 244 3, 399 
男(%)I 0.1 I 0.2 I o.3 I o.4 I o.4 I o.4 
女(%)I o.o I o.o I 0.1 I o.o I o.o I o.o 
計(%)I o.o I 0.1 I o.3 I o.4 I 0.4 I o.4 

業男 29,819 I 95,676 I 93,136 I 94,869 I 90,0011 80,606 
女 3,073I 5,715 I 3,561 I 2,303 I 1,827 I 1,933 
言十 32,892 I 101,391 I 96,697 I 97,172 I 91,834 I 82,539 
男(%)I 4.5 I 13.2 I 12.2 I 11.8 I 11.6 I 9.8 
女(%)I 1.4 I 7.1 I 6.2 I 4.9 I 5.2 I 5.5 
計C%) I 3. 7 I 12. 6 I 11. 8 I 11. 4 I 11. 3 I 9. 7 

建設 ・建築男 2,2n 1 10,787 I 17,862 I 21,190 I 21,143 I 21,105 
女 125I n I 112 I 70 I 49 
計 2,396 10,858 17,974 21,260 21, 192 21,1塁
男(%)I o.3 I 1.5 I 2.3 I 2.6 I 2.1 I 2.6 
女(%)I 0.1 I 0.11 0.2 I 0.1 I 0.1 I 0.1 
計(%)I o.3 I 1.4 I 2.2 I 2.5 I 2.6 I 2.5 

電気ガス•水道清掃男 ー 1,256 ¥ 2,924 ¥ 4,413 ¥ 5,141 ¥ 5,476 
女 ー 27I 83 I 51 I 28 
計ー 1,283 3,007 4,464 5,169 5,5悶
男(%)I o.o I 0.2 I o.4 I o.5 I 0.1 I 0.1 
女C%)I o.o I o.o I 0.1 I 0.1 I 0.1 I 0.1 
計(%)I o.o I 0.2 I o.4 I o.5 I o.6 I o.6 

製 造
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~ 44 I 45 ~ 49 I 50 ~ 54 I 55 ~ 59 I 60 ~ 64 I 65歳以上 l不 明 l
2,855 I 2,109 I 1,826 I 1,007 I J,461 I 1,709 
131 I 83 I 102 I 29 I 68 I 88 
2, 986 I 2, 192 I 1, 928 I 1,036 I 1, 529 I 1, 797 

3,4fi9 I 2,137 I 7,086 I 2,572 I 4,560 I 32,894 
495,354 I :-364,499 I :388,246 I 153,136 I 261,813 I 286,411 
498,823 I 366,636 I :i95, 332 I 155, 708 I 266,373 I ::ng, :-305 

569,069 428,502l 421,222 171,105 252,030 267,1ll 
566,210 I 415,212 I 448,518 I 173,064 I 298,805 I 319,072 
1,135,279 ¥ 843,714 i 869,740 I 344,169 [ 550,835 [ 586,183 
562,745 I 424,256 I 412,310 I 167,526 I 246,009 I 232,508 
70,725 I 50,630 I 60,110 I 19,899 I 36,924 I 32,573 
633,470 I 474,886 I 472,480 I 187,425 I 282,933 I 265,081 

98. 9 I 99. O I 97. 9 I 97. 9 I 97. 6 
12.5 I 11.8 I 13.4 I 11.5 
55. 8 I 56. 3 I 54. 3 I 54. 5 I 51. 4 

12. 4 悶•〗げ：］ I ft : g 
45.2 I 30.0 I 51.0 

519,141 478,517(92.2%) 

1,『翌：畠贔：闊；｛晶・；隠}---I 

5~ 

62 

11,633 
29,181 
40,814 

25,092 
33,263 
58,355 

13,400 
4,079 
17,479 

計

34,111 
1,241 
35,352 

1,053,844 
6,944,633 
7,998,477 

8,112,146 
8,269,804 
16,381,950 

7,024,191 
1,323,930 
8,348,121 

人口分布

40 ~ 44 | 45 ~ 49 | 

322,093 I 287, 560 
11,919 I 9,607 
334,012 I 297,167 

醤：t ： t ・ ; 
50.1 I 52.2 

2, 352 I 1, 844 
8 I 1 

2, 360 I 1, 845 

g : t りi
0.4 I 0.3 

60,464 I 45,349 
1,569 I 1,284 
62,033 I 46,633 

t :> t: i 
9.3 I 8.2 

17,136 I 14,299 
36 I 19 
17,172 I 14,318 

各:II 6『
2.6 I 2.5 

4,5701 4,184 
19 I 19 
4,589 I 4,203 

8:I I 8:~ 
0.7 I 0.7 

(1960年）

50 ~ 5~二 59 1 60 ~ 64 |>5 -~ 6［口四人上 l不明 l

I 
248,613 I 164,587' Hi7,817 I 83,021 I 99,903 I 15 
7,9491 3,6471 3,743 I 1,260 I 1,5711 6 
256,562 I 168,234 I 171,560 I 84,281 I 101,474 I 21 
53. 3 I 55. O I 62. 5 I 69. 6 I 72. 6 I 16. 9 
36.0 I 35.6 I 34.6 I 33.4 I 31.2 I 16.2 
49.0 I 54.4 I 61.4 I 68.5 I 14.3 I 16.7 

1,271 I 719 I 435 I 153 I 144 I 1 
2 - - - 1 -
1,273 I 719 I 435 I 153 I 145 I 1 
0.31 0.21 0.21 0.11 0.11 1.1 
0.0 I 0.0 I 0.0 I 0.0 I 0.0 I 0.0 
0.3 I 0.2 I 0.2 I 0.1 I 0.1 I 0.8 

37,013 I 20,816 I 17,786 I 6,895 I 7,306 I 11 
1,244 I 607 I 716 I 292 I 401 I 1 
38,2571 21,4231 18,5021 7,1871 7,7071 12 
7. 9 I 7. 0 I 6. 6 I 5. 8 I 5. 3 I 12.4 
5.6 I 5.9 I 6.6 I 7.7 I 8.0 I 2.7 
7.8 I 6.9 I 6.6 I 5.8 I 5.4 I 9.5 

12, 909 I 7, 378 I 6, 365 I 2, 355 I 2, 260 I 7 
31 I 12 I 9 I 3 I 1 I -
12, 940 I 7, 390 I 6, 37 4 I 2, 358 I 2, 261 I 7 
2.8 I 2.5 I 2.4 I 2.0 I 1.6 I 7.9 
0.1 I 0.1 I 0.1 I 0.1 I 0.0 I 0.0 
2.6 I 2.4 I 2.3 I 2.0 I 1.6 I 5.6 

3,903 I 2,610 I 1,595 I - I - I -
9 10 8 4 - - -
3,910 I 2,618 I 1,599 I - I - I -
0.8 I 0.9 I 0.6 I 0.0 I 0.0 I 0.0 
0.0 I 0.11 0.0 I 0.0 I 0.0 I 0.0 
0.8 I 0.8 I 0.6 I 0.0 I 0.0 I 0.0 

i 1→ 
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••• 

6
6
2
8
6
7
7
1
8
0
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0
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第 3表 (B)-2

¥ 14歳以下 I 15 ~ 19 I 20 ~ 24 ¥ 25 ~ 29 ¥ 
業男 15,753 I 38,363 I 54,748 I 67,226 
女 2,706I 2,392 I 3,282 I 3,087 
言t I 18,459 I 40,755 I 58,030 I 70,313 
男(%)I 2.4 I 5.3 I 7.2 I 8.3 
女(%)I 1.2 I 3.o I 5.7 I 6.6 
計(%)I 2.1 I 5.1 I 7.1 I s.2 

運輸・通信・倉庫 男 2,074 I 9,822 I 23,556 I 33,202 
女 119I 217 I 955 

男（％）
計 2,193 10,039 24,511 33,9悶

0.3 I 1.4 I 3.1 I 4.1 
女(%)I 0.1 I o.3 I 1.1 I 1.2 
計(%)I 0.2 I 1.3 I 3.0 I 4.0 

サービス男 30,424 I 57,911 I 130,824 I 141,810 
女 72,456I 37,220 I 34,555 I 25,600 
言十 102,sso I 95,131 I 165,379 I 167,410 
男(%)I 4.6 I s.o I 11.1 I 17.6 
女C%) I 32. s I 46. s I 59. 9 I 54. 7 
計C%) I 11. 7 I 11. 9 I 20. 1 I 19. 6 

職業不明男 2,467 I 2,481 I 6,284 I 4,890 
女 586I 263 I 396 

男（％）
計 3,053 2,744 6,680 5,t腐

0.4 I 0.3 I 0.8 I 0.6 
女(%)I o.3 I o.3 I o.7 I o.4 
計(%)I o.3 I o.3 I o.s I o.6 

業男 16,009 I :H,070 I 14,947 I 1,686 
女 3,374I s,031 I 3,967 
計 19,383 39,101 18,914 2,1悶
職男

I 
2, 526, 258 I 354, 437 I 134, 64 7 I 45, 097 

女 2,745,381I 947,318 I 807,737 I 1,001,704 
計 5,271,639I 1,301,755 I 942,384 I 1,046,801 

明男 2,551 I 338 I 725 
女 2,070 191 113 『醤
胃+ I 4,621 I 529 I 838 I 331 

男 3,203, 665 I 1, 108, 036 I 913, 842 I 853, 611 
女 2,969,624I 1,035,453 I 869,409 I 1,048,939 
貫十 6,173,289 I 2,143,489 I 1,783,251 I 1,902,550 

計＿（失業＋無職） 男 661, 398 I 122,529 I 764, 248 I 806,828 
女 220,869I 80,104 I 57,705 I 46,779 
言十 882,267 I 802,633 I 821, 953 I 853,607 

計ー（失業＋無職） 男（％） 20. 6 I 65. 2 I 83. 6 I 94. 5 
全人口 X 100女（％） 7．4 7.7 6.6 4.5 

計(%)I 14.3 I 37.4 I 46.1 I 44.9 

生産年齢人口および男 6,543,395 5,837,364 (89.2%) 
老年人口の労働力化率女 6, 660, 485 340, 807 (5. 1 %) 

計 13,203,880 6,178,171 (46.8%) 

（出所） 1960 Census of Population, Vol. II. 
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155,478 
14,245 
169,723 
19.0 
40.6 
19.9 
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4

4

 

21,832 
838,978 
860,810 

置
841,657 
874,068 
1,715,725 

819,825 
35,090 
854,915 

97.4 
4.0 
49.8 
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40 ~ 44 ¥ 45 ~ 49 ¥ 50 ~ 54 ¥ 55 ~ 59 I 60 ~ 64 ¥ 65 ~ 69 I 10歳以上 l不明 l 計

66、402 56,063 50,735 31,018 31,157 13,455 14,649 6 592,616 
4,067 3,643 4,109 2,110 2,670 1,015 1,434 2 37,644 
70,469 59,706 54,844 33,128 33,827 14,470 16,083 8 630,260 
10 4 10 3 10.9 10.4 11 6 11 3 10.7 6 7 8.4 
13 6 15.3 18.6 20 6 24.7 27.0 28 5 5.4 6.5 
10 6 10 5 11.2 10 7 12.1 11.8 11.3 6 3 8.3 

32,168 25,066 21,603 13,708 8,861 2,275 2,147 21 254,202 
81 48 40 15 ， 2 4 2,474 
32,249 25,114 21,643 13,723 8,870 2,277 2,151 2 256,676 
5 0 4 6 4 6 4.6 3 3 2.0 1 6 2.2 3.6 
0.3 0 2 0.2 0.1 0 1 0 1 0.1 0.0 0 4 
4.8 4 4 4.4 4 4 3.2 1.9 1.5 1 6 3 4 

56,936 10,637 10,650 1,108,717 128,646 108,365 88,717 33,402 23 
12,061 9,129 8,511 3,772 3,609 1,159 1,571 6 240,049 
140,707 117,494 97,228 60,708 37,0ll 11,796 12,221 29 1,348,766 
20 2 19.9 19 0 19 0 12.4 8.9 7.7 25 8 15 8 
40.3 38.2 38.6 36.8 33 3 30.7 31.2 16.2 41 3 
21 1 20.6 19 9 19 6 13.2 9 6 8.6 23.0 17.7 

3,299 2,450 2,013 1,235 1,098 435 444 2 35,861 
80 70 81 37 36 26 19 3 2,058 
3,379 2,520 2,094 1,272 1,134 461 463 5 37,919 
0.5 0 4 0 4 0.4 0 4 0.4 0 3 2 2 0.5 
0 3 0.3 0.4 0.4 0 3 0.7 0.4 8 1 0 4 
0 5 0 4 0.4 0.4 0.4 0 4 0.3 4.0 0.5 

63,712 
15,828 
79,540 

18,385 16,799 21,858 20,321 48,919 l 42,674 113,845 29 3,390,053 
579,872 548,721 477,004 301,905 339,406 163,540 305,722 462 9,861,735 
598,257 565,520 498,862 322,226 388,325 206,214 419,567 491 13,251,788 

88 77 88 40 33 22 18 22 4,498 
67 58 84 39 35 16 28 19 3,010 
155 135 172 79 68 38 46 41 7,508 

655,603 562,056 488,723 319,368 317,468 161,922 251,366 118 10,477,934 
609,779 572,599 499,065 312,152 350,237 167,313 310,752 499 10,458,910 
1,265,382 1,134,655 987,788 631,520 667,705 329,235 562,118 617 20,936,844 

637,218 545,257 466,865 299,047 268,549 119,248 137,521 89 7,024,169 
29,907 23,878 22,061 10,247 10,831 3,773 5,030 37 581,347 
667,125 569,135 488,926 309,294 279,380 123,021 142,551 126 7,605,516 

97.2 97 0 95 6 93.6 84 6 73.6 54.7 75 4 67.0 
4.9 4 2 4.4 3 3 3.1 2 3 1 6 7.4 5.6 
52 7 50.2 49 5 49 0 41.8 37.4 25.3 20.4 36.3 

730,756 
525,318 (((71. 9%%%) ) ) 828,302 19,634 2.4 

1,559,058 544,952 35.0 
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v 県別労働力化率および産業別就業

構成比の特色

1. カイロ，アレキサンドリア，その他の都市

ここで， 1960年の県別国勢調査に基づいて，地

域別労働力化率および就業構成比の特色を探って

みよう。

まず順序として都市と農村に二分して， 後者を

さらにカイロを中心として南部を上エジフ゜卜（も

っともギザ県はカイロの南北にわたって広がる県である

が， 一応上エジフ゜卜に分類した），北部を下エジプト

と地域分類をして検討することとしよう。

都市はカイロ，アレキサンドリア， スエズ，ボ

ートサイードの 4都市であり，他県と比較してみ

ると， いくつかのきわだった特色に出会う。この

4都市における労働力化率の変化に共通して認め

られる特徴は， 男子の場合他県と比較して労働力

化率がすぐれて低いことであろう。つまり，以上

の4都市における男子労働力化率の低下は，雇用

吸収的な農業部門の占める比率が低いことを反映

している。

さらに「幼年人口」， 「生産年齢人口」，「老年人

ロ」という三つの観点から労働力化率をみると，

まず，（1)「幼年人口」における労働力化率は低い。

ということは就学率の高さと農業部門の欠如とい

う二つの理由に基づくものと推定される。 (2)つぎ

に老年人口に属する「65歳以上」の年齢階層にお

いて労働力化率は明確に低下する。これは農業が

大きな比重を占めている県にはま ったく見られな

い現象である。 (3)生産年齢人口における「15~24

歳」までの階層において労働力化率はあまり高く

なく， それより高年齢階層と比較すると確かに低

い。しかし，この階層になると， 高校 ・大学への

進学者はそれほど大きな比率を占めていないか

30 

ら， その影響とは思われない。またこの年齢階層

の労働力化率を他県と比較すると， それは圧倒的

に低い。農業部門欠如の都市は，これらの階層人

ロを吸収できずにいるわけである。 この階層は結

局労働力化されず， 失業ないし無職でいるわけで

あるから， かれらの労働力化は緊急を要する問題

である。］レンペン ・プロレタリアートは若年層か

ら発生する可能性をも っている。

他方これに対して女子労働力化率の傾向をみる

と，（1)この 4都市は他地域と比較して相対的に女

子労働力化率は高いとみなしてさしつかえない。

ただし，スエズ地区は他の 3都市のそれと比較し

てみると ，女子労働力化率が低いのは女子労働力

を吸収するサービス部門の矮少性に帰せられると

いえよう。(2)つぎに女子労働力化率が上昇する年

齢階層は「15~19歳」，「20~24歳」の両階層であ

って， 他の年齢階層は一般的に低い。この現象は

都市に多いサービス部門の特色か， あるいは逆に

女子の結婚によるリタイアを示しているか， どち

らかであると思われる。

以上 4都市における労働力化率の特色を考慮し

ながら， さらにこれらの就業構成比をここで研究

してみよう。 これら 4都市の主要な産業は「製造

業」， 「商業」，「サービス業」の 3部門に限定され

る。というのは農業その他の部門は大きな比重を

占めているとはいいがたいからである。

ところで， カイロ市の製造業を 5歳年齢階層別

就業構成化について調べてみると， 男子の「15~

19歳」の階層は50.7％であり， 「20~39歳」の階層

においては半減し 20％台を維持している。しかも

前者のほうが後者より絶対数も多く，カイロの

「15~19歳」の就業者の約半分が製造業に就職す

ることは， 製造業の需要が現在若年層に傾斜して

いることを示すものである。同様な現象はアレキ



サンドリアにおいてもみられる。 これは両都市の

製造業が就業構造上類似していることを示すもの

である。都市において，この年齢階層の労働力化

率は高いものといえないけれども， このような製

造業における就業構成比の高さは他県には見いだ

されないものである。

しかし女子の場合， 幼年人口における女子就業

構成比はきわめて低いけれども，「15~24歳」の年

齢階層においては高い。

これに対し， 商業部門における特色は，就業構

成比が男女とも年齢階層が高くなるにつれ上昇し

ている点にあるといえよう。

さらにサービス部門をみると， 女子の就業構成

比がと びぬけて高く，女子有業者の84％がこの部

門に就業している。 しかもどの年齢階層において

も就業構成比が高い。

このようなカイロの就業構造の特色に対して，

アレキサンドリアもほぼ同様な特徴をそなえてい

る。

これに対して，カイロ， アレキサンドリアに次

ぎ，スエズをとりあげると， スエズは石油精製お

よび化学工業を主とした工業都市といってよく，

その特異な労働力化率および就業構成比を検討し

てみることにしよう。

農業部門をもたないスエズは，全年齢階層にわ

たって労働力化率が高いとはいえない（カイロ，アレ

キサンドリアの労働力化率の変化と似ている）。しかも，

女子の労働力化率が他の 3都市と比較すると低い

のは， 一つのきわだった特色を成している。とい

うのは，スエズは女子就業構成比の高い「サービ

ス業」が発達せず， かつ製造業は女子労働を排除

する傾向があるため，女子労働力化率はきわめて

低いからである。

そのほか， スエズはボートサイードとともにス

エズ運河の両端を占めているため，「運輸・通信・

倉庫業」の就業構成比は他地域よりもはるかに高

ぃ。なおボートサイードはスエズより 「運輸 ・通

信 ・倉庫業」の就業構成比が高い。

以上はエジプトの諸都市にみられた労働力化

率，就業構成比の若干の特色である。

2. 上エジプトの労働力化率および就業構成

比の特色

まず上エジフ゜卜の労働力化率の検討を行なお

゜
ぷ
ノ

(1) 上エジフ 卜゚における男子の労働力化率は，

アスワン県およびギザ県を除くと概して高い。 と

いうのは， この両県における男子の農業就業構成

比は逆に低いからであろう。

(2) さらに男子労働力化率を詳細に検討すると

カイロを初めとする都市の場合と異なって，「幼年

人目」および「15~19歳」，「20~24歳」の年齢階

層の労働力化率が高い。 これはこの年齢階層が進

学することより農業部門へ吸収されることの現わ

れである。

(3) 女子労働力化率は先にも述べたように，上

エジプ 卜において非常に低い。 その低率の女子労

働力化率の中にも強いて差を求めれば，「女子幼年

人口」の労働力化率は他の年齢階層の労働力化率

より若干高い。 これも農業部門へ雇用された結果

である。

(4) つぎに産業別就業構成比をみると， アスワ

ン県およびギザ県を除いた上エジプト諸県の就業

構成比は，「農林 ・漁業」に圧倒的にかたよって高

ぃ。したがって， 上エジプ 卜の労働力化率が高い

ということと農業人口への就業構成比が大きいと

いうこととは，高い相関関係をもっている。労働

集約的な典業部門がきわめて大きな割合を占めて

いる場合， 当然労働力化率は上昇する。しかし農
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年齢別就業人口

40 ~ 44 ¥ 45 ~ 49 1 50 ~ 54 ¥ 55 ~ 59 ¥ 60 ~ 64 ¥ 65 ~ 69 ¥ 10歳以上 i不明 I

〗直〗 ：［詈言 ［平合 ］［慧 ：：晶嗜 ／這嗜-I-／羞噂 二
5 1 1 1 -I  11 -I  -I  -1-
- - - - - - 1 -
5 1 1 1 -I  1 1 -I  -I  11-
0.0 I 0.0 I - I 0.0 I - I - I 0.0 I -
0.0 I 0.0 I - I 0.0 I - I - I 0.2 I -
0.0 I 0.0 I - I 0.0 I - I - I 0.0 I -

6,424 I 4,925 I 3,572 I 2,057 I 1,405 I 560 I 503 I -
83 I 63 I 40 I 24 I 35 I 9 I 15 I -
6,507 I 4,988 I 3,612 I . 2,os1 I 1,440 I 569 I 518 I -
15. 2 I 13. 5 I 11.4 I 10. 4 I 8. 3 I 7. 5 I 6. 1 I -
2.5 I 2.3 I 1.6 I 2.1 I 2.9 I 2.2 I 3.2 
14. 3 12. 7 10. 7 10. 0 7.9 7. 2 6. 0 ニ
795 I 645 I 623 I 335 I 302 I 137 I 121 I -
17 I 5 I 11 I 1 I 2 I 1 I - I -
812 I 650 I 634 I 336 I 304 I 138 I 127 I -
1.9 I 1.8 I 2.0 I 1.7 I 1.8 I 1.8 I 1.6 I -
0.5 I 0.2 I 0.4 I 0.1 I 0.2 I 0.2 I 0.0 I -
1.8 I 1.7 I 1.9 I 1.6 I 1.7 I 1.7 I 1.5 I -

209 I 190 I 175 I 114 I 50 I - I - I -
1 1 31 2 1 1 1 1 1 -I  -1-
210 I 193 I 177 I 115 I 51 I - I - I -
0.5 I 0.5 I 0.6 I 0.6 I 0.3 I - I - I -
0.0 I 0.1 I 0.1 I 0.1 I 0.1 I - I - I -
0.5 I 0.5 I 0.5 I 0.5 I 0.3 I - I - I -

3,461 I 2,919 I 2,877 I 1,809 I 1,102 I 823 I 827 I -
459 I 416 I 479 I 235 I 293 I 98 I 136 I -
3,920 I 3,335 I 3,356 I 2,044 I 1,995 I 921 I 963 I -
8.2 I 8.0 I 9.2 I 9.1 I 10.0 I 11.0 I 10.1 I -
13. 8 I 15. 3 I 19. 3 I 20. 8 I 23. 9 I 24. 3 I 29. 2 
8. 6 8. 5 10. 0 9. 8 11.0 11. 6 11. 1 ニ
1,774 I 1,469 I 1, 267 I 820 I 476 I 118 I 112 I -
1 2 - - - 1 1 -

1,775 I 1,471 I 1,267 I 820 I 476 I 119 I 113 I -
4.2 I 4.0 I 4.1 I 4.1 I 2.8 I 1.6 
0. 0 0. 1 0. 0 0. 0 0. 0 0.2i  ： ；ニ
3.9 I 3.8 I 3.8 I 3.9 I 2.6 I 1.5 I 1.3 I -

7,277 I 6,548 I 5,663 I 3,666 I 2,075 I 747 I 796 I -
758 I 612 I 593 I 276 I 277 I 102 I 91 I -
8,035 I 7, 160 I 6,256 I 3, 942 I 2, 352 I 849 I 887 I -
17. 2 I 17. 9 I 18. 1 I 18. 5 I 12. 2 I 10. O I 9. 7 I -
22. 8 I 22. 5 I 23. 9 I 24. 4 I 22. 6 I 25. 2 I 19. 6 I -
17. 7 I 18. 3 I 18. 6 I 18. 9 I 12. 9 I 10. 7 I 10. 3 I -

190 I 170 I 122 I 88 I 87 I 28 I 40 I -
3 I 6 I 13 I 1 I 10 I 7 I 3 I -
193 I 176 I 135 I 89 I 97 I 35 I 43 I -
0.5 I 0.5 I 0.4 I 0.4 I 0.5 I 0.4 I 0.5 I -
0.1 I 0.2 I 0.5 I 0.1 I 0.8 I 1.7 
0.4 0.4 0.4 0.4 0.5 0.4 〖:［ニ

計
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第4表ー2

一

男
女
計

男
女
計

一
男
女
計

一
男
女
計

一
男
女
計

一
い
ぃ
ぃ

‘‘,ノ中

男
女
計゜

職

。
求

ー

在

x

現

鵬

無
,1 

しな

,11111
+

職

業

⑱

ぽ
県
一言

業失

県

14歳以下 I 15 ~ 19 

（注） 5歳以下（男166,555,女156,815)を含まず。

（出所） Al-ta'adad al-'aam li-1-sukkan, 1960, Mu~afaそat Gharbiya. 
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第 5表ー1

1s ~ 19 I 
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40 ~ 44 45 ~ 49 
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70歳以上
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年 齢別就業人口
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I 45 ~ 49 I 50 ~ 54 1 55 ~ 59 I 60 ~ 64 1 65 ~ 69 I 10歳以上 i不明 I

24,239 I 21,458 I 16,111 I 15,909 I 9,271 I 11,764 I 1 
153 I 168 I 87 I 75 I 36 I 61 I -
24,392 I 21,626 I 16,198 I 15,984 I 9,307 I 11,825 I 1 
72. 2 I 73.4 I 7 4. 3 I 80. O I 83. 0 I 85.1 I 50 
33. 0 I 32.4 I 32. 7 I 28. 5 I 26. 5 I 40. 4 I -
71. 7 I 72. 7 I 73. 8 I 79. 3 I 82. 3 I 84. 6 I 50 

16 I 15 I 16 I 9 I 5 I 2 I 3 I -

16 I 15 I 16 I 9 I 5 I 2 I 3 I -
0.0 I 0.0 I 0.1 I 0.0 I 0.0 I 0.0 I 0.0 I -

0.0 I 0.0 I 0.1 I 0.0 I 0.0 I 0.0 I 0.0 I -

1, 290 I 1, 136 I 798 I 720 I 365 I 444 I -
47 I 67 I 29 I 42 I 21 I 16 I -
1,337 I 1,203 I 827 I 762 I 386 I 460 I -
3.8 I 3.9 I 3.7 I 3.6 I 3.3 I 3.2 
10. 2 12. 9 10. 9 16.0 15.4 10. 6 ニ
3.9 I 4.0 I 3.8 I 3.8 I 3.4 I 3.3 I -

535 I 517 I 483 I 309 I 231 I 100 I 80 I -
11 - I -I  -1  -1  -I  -1-
536 I 517 I 483 I 309 I 231 I 100 I 80 I -
1.5 I 1.5 I 1.7 I 1.4 I 1.2 I 0.9 I 0.6 I -
0.2 I - I - I - I - I - I - I -
1.5 I 1.5 I 1.6 I 1.4 I 1.1 I 0.9 I 0.6 I -

計
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第5表ー2

¥ 14歳以下 I 15 ~ 19 I 20 ~ 24 ¥ 25 ~ 29 ¥ 30 ~ 34 ¥ 35 ~ 39 

電掃気・給・水ガス ・水道・清 女男計男女計（（（％％％）） ） 

15 40 64 102 121 
1 
16 40 64 102 121 
0.0 0.1 0.1 0.2 0.3 
0.1 
0.0 0.1 0.1 0.2 0.3 

商

業 男靡女男計（（（％％％）） ） 

1,433 2,063 2,932 3,447 3,466 3,676 
170 29 38 49 42 63 
1,603 2,092 2,970 3,496 3,508 3,739 
2.3 4.0 5.9 6.9 8.2 8.0 
1.4 1.5 3.5 6.5 7.4 11 1 
2.1 3.9 5.9 6.9 8.1 8.0 

運輸・通信 ・倉庫 存男男女計（（（％％％）） ） 
159 531 960 1,112 1,025 1,119 
11 3 1 3 1 1 
170 534 961 1,115 1,026 1,120 
0.3 1.0 1. 9 2 2 2.4 2.4 
0.1 0.2 0.1 0 4 0.2 0.2 
0.2 1.0 1 9 2 2 2 4 2 4 

サ ~ ビ

ス 靡女計男男（（（％％％）） ） 

1,125 1,909 3,898 4,443 4,315 4,995 
1,040 549 650 382 248 224 
2,165 2,458 4,548 4,825 4,563 5,219 
1.8 3.7 7 9 8.9 10.2 10.8 
8.5 29.0 60.7 50.3 43.5 39.3 
2.9 4.6 9.0 9.5 10.6 11 Z 

職 業 不

明 存女男計男（（（％％％）） ） 

93 65 168 70 89 98 
24 2 
117 65 168 70 91 98 
0.1 0.1 0.3 0.1 0.2 0 2 
0.2 0.4 
0.2 0.1 0.3 0.1 0.2 0.2 

現失業在求（職前職中）なし， >
2,478 1,421 594 71 
250 145 49 ， 
2,728 1,566 643 80 

価‘‘‘‘ 職

>
124,555 13,182 4,902 1,834 889 790 
157,871 60,633 51,724 65,073 49,328 53,532 
泌2,426 73,815 56,626 66,907 50,217 54,322 

不 明

>
82 3 19 3 6 
31 2 1 2 2 1 
113 5 20 5 8 1 

県 計 >
190,264 66,452 55,015 51,790 43,401 46,829 
170,303 62,670 52,844 65,841 49,898 54,102 
360,567 129,122 107,859 117,631 93,299 100,931 

県計ー（失業＋無職） 靡男> 63,231 51,849 49,519 49,885 42,512 46,039 
12誓,182 1,892 1,071 759 570 570 
7 13 53,741 50， ,590 509,664.4 3 439,088.2 0 469,680.9 3 

県計県ー（失業＋計無職） X 100 (（(%％%) ） ) 
.2 78.0 0.0 
7.2 3.0 2.0 1.2 1 1 1 1 
20.9 41.6 46 9 43.1 46.2 46.2 

（注） 5歳以下（男151,650,女146,650)を含まず。

（出所） Al-ta'adad al-'aam li-l-sukkan, 1960, Mul;iafaそatSohag. 
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40 ~ 44 
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4,053 
226 
4,279 
11.4 
40.5 
11.9 
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2
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8
6
2
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0
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693 
38,155 
38,848 

¥ 45~49 1 50~5~64 \_~歳以上 i 不明 i 計

98 I 125 I 109 I 94 I 30 I - I - I - I 798 
- - - - - - - - 1 
98 I 125 I 109 I 94 I 30 I - I - I - I 799 
0.3 I 0.4 I 0.4 I 0.4 I 0.2 I - I - I - I 0.2 
- - - - - - - - 0. 0 
0.3 I 0.4 I 0.4 I 0.4 I 0.1 I - I - I - I 0.2 

2,848 I 2,522 I 1,736 I 1,614 I 844 I 907 I 1 
58 I 58 I 43 I 54 I 21 I 25 I -
2, 906 I 2, 580 I 1, 779 I 1,668 I 865 I 932 I 1 
8.5 I 8.6 I 8.0 I 8.1 I 7.6 I 6.6 I 50 
12.5 I 11.2 I 16.2 I 20.5 I 15.4 I 16.6 I -
8.5 I 8.7 I 8.1 I 8.3 I 7.6 I 6.7 I 50 

841 I 803 I 546 I 416 I 216 I 93 I 80 I -

841 I 803 I 546 I 416 I 216 I 93 I 80 I -
2.4 I 2.4 I 1.9 I 1.9 I 1.1 I 0.8 I 0.6 I -

2.3 I 2.4 I 1.8 I 1.9 I 1.1 I 0.8 I 0.6 I -

3, 671 I 2, 903 I 2, 172 I 1, 135 I 489 I 536 I -
204 I 223 I 107 I 92 I 58 I 49 I -
3,875 I 3,126 I 2,279 I 1,221 I 547 I 585 I -
10. 9 I 9. 9 I 10. O I 5. 7 I 4.4 I 3. 9 
44. 1 43. 1 40.2 35.0 42.6 32. 5 = 
11.4 I 10.5 I 10.4 I 6.1 I 4.8 I 4.2 I -

92 I 58 I 56 I 33 I 24 I 9 I 11 I -
- 1 1 - - - - -
92 I 59 I 57 I 33 I 24 I 9 I 11 I -
0.3 I 0.2 I 0.2 I 0.2 I 0.1 I 0.1 I 0.1 I -
- 0. 2 0. 2 - - - - -
0.3 I 0.2 I 0.2 I 0.2 I 0.1 I 0.1 I 0.1 I -

4,564 

ニニニ＝ ニニニ I5，需
723 I 909 I 838 I 2, 131 I 2, 308 I 9,435 I - I 163, 189 
38,826 I 32,809 I 21,832 I 22,257 I 11,613 I 21,202 I - I 624,855 
39,549 I 33,718 I 22,670 I 24,388 I 13,921 I 30,637 I - I 788,044 

4 1 2 1 4 1 1 1 1 1 -I 1 1-1  
2 - 1 - - - - -
61 21 5 1 1 1 11 -1  1 1-

34,291 I 30,142 I 22,517 I 22,016 I 13,481 I 23,261 I 2 I 635,653 
39,289 I 33, 327 I 22,098 I 22, 520 I 11,749 I 21,353 I - I 644, 101 
73,580 I 63,469 I 44,615 I 44,536 I 25,230 I 44,614 I 2 I 1,280,360 

33,568 I 29,233 I 21,679 I 19,885 I 11,173 I 13,826 I 2 I 467,900 
463 I 518 I 266 I 263 I 136 I 151 I - I 19,399 
34,031 I 29,751 I 21,945 I 20,148 I 11,309 I 13,977 I 2 I 487,299 
97. 9 I 97. 0 I 96. 3 I 90. 3 I 82. 9 I 59.4 I 100 I 73. 6 
1.2 I 1.6 I 1.2 I 1.2 I 1.2 I 0.7 I - I 3.0 
46.3 I 46.9 I 49.2 I 45.2 I 44.8 I 31.3 I 100 I 38.1 
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業部門の高い比率は労働力化率を上昇せしめるけ

れども，女子労働力化率を高めるまでにはいたら

ない。というのは，逆に女子を雇用する機会の多

いサービス業および商業部門の矮少性とい うこと

でもある。

(5) 上エジプトの他県と比較して相対的に女子

労働力化率の高い県はファイユーム県， ギザ県の

2県である。

それはファイユーム県の場合，「農林・漁業」お

よび「サービス業」と同程度に「製造業」の女子

就業構成比が高いからである。 このような現象は

エジプトにおいてはまったく異例といえよう。っ

まりファイユーム県には繰綿工場が3, 4存在し

ていて， そこにはかなりの女子労働者が雇用され

ているからであろう。筆者のエジプト滞在中， フ

ァイユーム県の Misr銀行系の繰綿工場を見学す

る機会をもったが， この工場にはエジプ トでは例

外ともいえる女子労働者が相当雇用されていた。

男子労働力化率がかなり高く， しかも繰綿賃金

が農業部門とほぼ同水準で，男子労働者の労働移

動が行なわれず，そのため女子が就業機会をつか

んで繰綿部門へ就業したのではないかと推定され

る。

第2にギザ県の場合， カイロに隣接しているた

めいわゆる上エジプトの諸県がもっている特色と

は大変事情を異にしている。

まず労働力化率をみてゆ くことにしよう。 ギザ

県は女子の労働力化率が相対的に高いのに対し

て，男子の労働力化率は高いとはいえない。ただ

「15~19歳」，「20~24歳」における男子の労働力

化率が高い点は他の上エジプトの諸県と同じであ

る。

ここで就業構成比をみると， ギザ県は他の上エ

ジプトの諸県と異なって，農業人口の就業構成比
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は小さい。 これに対して「サービス業」は男女と

も就業構成比が高く，特に女子の労働力化率が高

いのは， このサービス業の就業構成比の高いため

である。

(6) そのほか， アスワン県の就業構成比をみる

と， 男子農業部門は老年層に近づく につれ，就業

構成比は高ま るけれども，「24~34歳」までの年

齢階層においては低下している。 結局これはアス

ワン ・ハイダム建設のため建設部門に雇用される

か，キーマの化学肥料工場に就業するか， あるい

はサービス部門に雇用されるかであろう。

3. 下エジプトの労働力化率および就業構成

比の特色

最後に下エジプ トの労働力化率の検討を行なう

こととしよう。

(1) 下エジプ トにおける男子の労働力化率は一

般的に上エジプ 卜の それより低い（ベヘイラ県を除

いて）。それに対して，女子の労働力化率は上エジ

プトより下エジプ トのほ うが高い ということは，

上エジプ トよ り下エジプ トのほ うが雇用吸収的な

農業部門の比重が相対的に小さ く，工業化が若干

進行していることを物語るものであり， 同時に商

業部門も上エジプ トより相対的に大きな比重を占

めていることを示している。 これは非常に重要な

事実である。

(2) 下エジプトにおける 「14歳以下」，「15~19

歳」，「20~24歳」の 3年齢階層はカイロ，アレキ

サンドリア， その他の都市と異なってその労働力

化率が高い。 この点に関しては上エジプトの労働

力化率の傾向とよく似ている。これはナイル・デル

タ地域における就学率がさしたる高さを示さず，

この年齢階層が農業部門に雇用されていることを

示している。

(3) 今度は就業構成比を調べてみよう。下エジ



プトにおいて農業部門の就業構成比が低い県はカ

リュービヤ県，ダミェッタ県， ガルビヤ県の 3県

である。特に前2県はそれが低い。 もっともこの

2県は人口が少なく， 工業化を実施すれば直ちに

農業人口が急速に減少する可能性をもった県であ

る。 このうちガルビヤ県とダミエッタ県は女子の

就業構成比が高い。

またこの 3県は製造業の就業構成比が高く， と

くに男子の就業構成比は高い。 しかし，ダミエッ

夕県における女子の製造業就業構成比が高く， こ

の点注目してよい。

(4) これに対して，農業部門の就業構成比の

高い県はベヘイラ県，メヌゥフィア県， シャル

キーヤ県，ダカフリヤ県， カフル・エル・シェイ

フ県の 5県である。中でもベヘイラ県は Kafr-el-

Dawwar, Beida等における繊維産業の発展によ

って，農業人口が多いにもかかわらず製造業就業

構成比もともに高い。

このうち女子就業構成比の高い県はベヘイラ

県，ダカフリヤ県， カフル・エル・シェイフ県の

3県である。 これは女子人口の農業部門への就業

構成比が高いことを意味している。しかし，逆に

女子の製造業部門への就業構成比はけっして高く

ない。このことが何を意味しているかは現在のと

ころまったく不明という以外ないが， これは興味

深い事実である。

このようにみてくると， ここで一つの重要な事

実に気付く。エジプトの各世帯の家計水準はけっ

して高いとは思われないにもかかわらず， いわゆ

る家計補助型といわれる女子労働力の創出は行な

われていない。たとえ存在しても現在の段階では

以上みてきたごとく多くはない（しかし1930年代に

はかなりの女子労働力の創出が行なわれている）。この

点まったく日本と事情を異にしているといえよ

う。家計貧困は日本において家計補助型の女子労

働力を生んだ。他方エジフ゜卜においては現在家計

貧困にもかかわらず主体的にも客体的にも家計補

助型の労働力は量的にきわめてわずかしか発生し

なかったのである。とはいえ下エジフ゜卜を上エジ

プトと比較するとき，（イ）女子労働力化率，（口）農業

人口の就業構成比の 2点において， 地域としての

特殊性が著しく出ており， 人的資源における先進

県と後進県に分化しつつあるように思える。

なお，上エジプト，下エジプトの代表2県のみ

の表を付した（第4, 5表参照）。

（付記） 本稿は昭和40年度の「人的資源委員会」報告

の一部を成すものである。

（調査研究部中東調査室）
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